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1. Inhibition of PAI-1 Limits Tumor Angiogenesis 











は，PAI-1 阻害剤である SK-216 が，血管新生因子の
発現形式によらず血管新生を阻害し，悪性中皮腫の進
展を抑制するかどうかを検証した。












2. Long-term pulmonary complications of chemical 
























3. Comparative Study of Circulating MMP-7, CCL18, 
















　【結果】ROC 解析では MMP-7 と KL-6 が IPF の鑑









14，21，28 日目に in vivo 撮影（IVIS Spectrum CT）
を行い MSC の分布を 3 次元 CT 画像上で評価した。










6. Mesenchymal stem cell-derived exosomes 























7. Different sensitivity of rituximab-treatment to 
B-cells between ABO-incompatible kidney and 
liver transplantation
（ABO 血液型不適合移植における B 細胞のリツキ
　【結語】血清 MMP-7 および KL-6 は診断・予後予測
マーカーとして有用であり，両者の併用により予後予
測能がさらに上昇する可能性がある。
4. Bach1 deficiency reduces severity of osteoarthritis 













HO-1 や OA 関連遺伝子の発現を解析した。SOD2 や
アポトーシスと HO-1 の関連を，軟骨細胞に siRNA
を導入し評価した。
　【結果】Bach1欠損マウスはHO-1が高発現していた。






5. In Vivo Kinetics of Mesenchymal Stem Cells 
Transplanted into the Knee Joint in a Rat Model 















9. Prognostic value of circulating tumour DNA in 
patients undergoing curative resection for 
pancreatic cancer






ム PCR の限界を超える能力を有する Droplet Digital 
PCR システムを用いて，膵癌患者の血液中における












10. KRAS mutation leads to decreased expression 
of regulator of calcineurin 2, resulting in tumor 
proliferation in colorectal cancer
（大腸癌において，KRAS 遺伝子変異は，regulator 





を目的に，Apc 欠損を背景とした Kras 野生型および
Kras 変異型大腸癌マウスモデルの大腸癌遺伝子発現










症例（LT）で行われるが，B 細胞除去効果が KT と
LT 間で同等であるか否かは証明されていない。また
抗原提示細胞である B 細胞が消失することによる T
細胞免疫応答への影響も解明されていない。そこで
我々は RTX 投与前後の末梢血中の B 細胞の存在比率
の推移を KT と LT の間で比較し，さらに同種異系 T
細胞応答を，RTX を使用する ABO-I 症例と使用しな
い ABO 血液型適合（ABO-C）症例の間で比較検討し
た。その結果，末梢血中の B 細胞は KT では全例
RTX 投与後１週には消失していたが，LT では残存
する症例を散見した。また KT では術後１年間は末梢
血中に B 細胞は検出しなかったが，LT では術後６ヵ
月より検出可能となった。同種異系 T 細胞応答は術
後１年間にわたり ABO-I と ABO-C の間で有意差が
ないことを明らかにした。
8. Radiopaque biodegradable stent for duct-to-duct 





































13. Macular Choroidal Thickness and Volume in 
Healthy Pediatric Individuals Measured by Swept-








　【対象と方法】健常小児 100 眼，健常成人 83 眼。
SS-OCT を用いて黄斑部を測定。検討項目は視力，等
価球面度数，眼軸長，年齢，身長，体重。
　【結果】黄斑部直径 1.0 mm 円内の平均脈絡膜厚は，
小児 260.4 ± 57.2 μm，成人 206.1 ± 72.5 μm で有意な
差があった。同部位の脈絡膜体積は，小児で 0.205 ± 
















れ た。KRAS 変 異 は RCAN2 の 発 現 抑 制 を 介 し，
Calcineurin 依存性に細胞増殖に寄与する可能性が示
唆された。
11. Human Cytotoxic T Lymphocyte-Mediated Acute 
Liver Failure and Rescue by Immunoglobulin in 
















され，HBV 感染 PBMC 投与マウスの肝灌流液中には
HBV 特異的 CTL を検出した。本モデルマウスに
CTLA4Ig を投与すると PBMC 投与による肝炎が抑制
された。
　【結論】ヒト肝細胞キメラマウスを用いて HBV 特
異的 CTL による HBV 感染肝細胞障害を起こす急性
肝炎モデルを構築した。CTLA4Ig は HBV 特異的
CTL による肝障害を抑制した。
12. The therapeutic effect of CD133+ cells derived 
from human umbilical cord blood on neonatal 











T 型電位依存性 Ca2+ チャネル欠損マウスでは著減し
たが消失はしなかった。残存したレゾナンスは HCN
チャネルの阻害剤で完全消失し，HCN1 欠損マウスで
消失した。上記の結果より，resonance には HCN1 チャ
ネルが必須であり，Cav3.1 はそれを増強する役割を
持つことが判明した。
16. Manipulation of Cell Cycle and Chromatin 






　Geminin は DNA 複製ライセンス化とクロマチンリ
モデリングを制御することが知られており，幹細胞の
増殖と分化を制御していることが予測される。本研究









CP-Geminin が幹細胞制御における Geminin の機能解
析や幹細胞活性を操作するために役立つことが期待さ
れる。
17. High Initial-dose Dependency of Cerebrovascular 
Disease Mortality among Female Survivors of the 







14. Correlation between optic nerve head circulation 
and visual function before and after anti-VEGF 
therapy for central retinal vein occlusion: 










　【方法】対象は CRVO に伴う ME に対し抗 VEGF
薬硝子体注射を施行し６ヶ月以上経過観察できた 31




Microperimetry を，網膜血流速度は Laser Speckle 
Flowgraphy による MBR の MV から MT を差し引い
た相対値を僚眼のそれで割った値（Corrected MBR）
を用いた。
　【結果】注射前の Corrected MBR と，網膜動静脈
循環時間，網膜静脈蛇行度は有意に相関していた。ど






15. Ionic basis for membrane potential resonance in 























年１月１日時点で生存していた，爆心地から 3.5 km 
以内で被爆した 29605 名である。観察期間は 1970 年
１月１日から 2010 年 12 月 31 日までとした。解析の
結果，初期線量は男性の被爆時年齢 10 未満でのみ統
計的な有意性を示した。被爆距離は男性の被爆時年齢














離 が 3.5 km 以 内 の 30378 人（ 男 性 11683 人， 女 性







18. High Excess Risk of Heart Disease Mortality 
among Hiroshima Atomic Bomb Male Survivors 
Exposed Near the Hypocenter
（広島原爆男性近距離被爆者における高い心疾患死
亡危険度）
